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100インドネシアルピアの対円レート

［株式市場］ジャカルタ総合指数の推移
（2016年1⽉4⽇〜2019年3⽉29⽇）

［債券市場］インドネシア⾃国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年3⽉29⽇）

［為替市場］インドネシアルピアの対円レートの推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年3⽉29⽇）

［株式市場］

［債券市場］

欧州の景気指標の悪化を発端に、⽶国の⻑短⾦利が逆転するなどし
たため、世界的に景気後退の懸念が⾼まり、先週のインドネシア株式市
場は下落して始まりました。その後は外国⼈投資家の根強い買いと国
内投資家の利益確定売りが拮抗する中で、狭い値幅での推移となり、
週間では⼩幅な下落となりました。セクター別では⾦融、インフラ・公益・
輸送などが上昇した⼀⽅で、鉱業、消費財などは下落しました。

26⽇に⾏われた国債⼊札は堅調となり、発⾏額は当初発⾏予定額を
⼤幅に上回る25兆ルピアとなりました。⼊札の強い結果を受けて、⼊札
直後は国債利回りは低下（価格は上昇）しましたが、その後は、世界
景気に対する懸念などを背景に、為替市場でルピアが弱含みとなったこ
とが嫌気され、週間では利回りは上昇（価格は下落）しました。

新興国通貨市場でトルコリラが乱⾼下したことなどを背景に、投資
家のリスクを回避する動きが強まり、ルピアは上値の重い展開となりま
した。週間では、ルピアは対⽶ドル、対円ともに下落しました。
インドネシア中央銀⾏(BI)総裁は、⾃国の通貨及び債券を下⽀え
するために介⼊を⾏うと表明し、トルコの混乱は「トルコ国内の問題」
として、危機の波及の防⽌を図りました。
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全性を保証するものではありません。※当資料の内容は作成⽇時点のものであり、当社の⾒解および予想に基づく将来の⾒通しが含まれることがありますが、将来予告なく変更されることがあり
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イーストスプリング・インベストメンツ株式会社
⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商） 第379号／加⼊協会 ⼀般社団法⼈投資信託協会、⼀般社団法⼈⽇本投資顧問業協会
英国プルーデンシャルは、イーストスプリング・インベストメンツ株式会社の最終親会社です。最終親会社およびそのグループ会社は主に⽶国で事業を展開しているプルデンシャル・フィナ
ンシャル社とは関係がありません。

（対象期間：2019/3/25〜2019/3/29）
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出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

［為替市場］

2019/3/22 2019/3/29 変化率
6,525.27 6,468.76 -0.87%

2019/3/22 2019/3/29 変化幅
7.611 7.633 +0.022

2019/3/22 2019/3/29 変化率
0.7788 0.7769 -0.24%
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